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1 . 旺じめに
近年. 全球規模での物質 , エネルギ ー 循環の研究が進展する につ れ 地上植生の バイオマ スや地表面
過程 を広域的かつ オ ペ レ - シ ョ ナルに把握する必要が認識され , 衛星リモ ー トセ ン シ ング へ の期待が高
まっ て い る ｡ その ような中で . 今後数年聞のうちに､ Tbrr aA40 DIS･ A ST ER ･ MIS Rや , A D EO S Ⅱ/G LI,
E N VIS A T/M耳RIS の よう に. 高性能 ･ 多機能の光学セ ンサ ー が夷現されつ つ あり ､ 中でも. M O DIS
や GLI のような申分解能 ･ 多バ ンドセ ンサ ー を用いた､ 植生のリモ ー トセ ン シングのアルゴリズム 開発
が行 われつ つ ある (例えば. Rll n ning et&1” 1994)9 そのような研究の多く 臥 放射伝達モデルやS Ⅷ
モデルに基づく理論的なア ルゴリズム開発であるが (例えば､ Enya 乙ikhin eta., 1998),■本研究は地上
観測に基づいて ､ その有効性を検証する ことを目的とする｡ また､ 本研究は基本的に=フ.ラ ック
ス観測サ
イ トで行う為, 新型セ ンサ ー の出力およぴ , 地上分光観測のデ ー タをフ ラッ クスデ ー タと突き合せ るこ
とによっ て , 植生の地表面過程に関する新たな知見を得る ことも目的とする ｡
表1 新型センサ ー の.緒元
チャンネル敷
Tera - MODIS 36
A D E O S 2- らu 34
E N VIS AT 仙Ⅰ丑RIS1 5
Ter ra - A S T E R 14
Te rra - M IS R 4
解像度 概淵周期
250rrl- 1 km *E)
250JTl- 1 krr[ 4E]
Soon - 1.2km 2 - 3E]
15- 90m
250n *El
備考
1999/1 28打ち上 げ成功
2001打ち上げ予定
/くンド位置 ･幅が可変
ポインティング機能
9方向同時観測
2. 方法
東アジア各地の植生の フラ ッ クス観洲サイ トにおいて ､ 下記の項目を観測す る :
･ 放射観測 : Sl, S†, PARl, PART, PAR林床 (定常)
樹冠分光親 軌 秦の分光特性 (非定常)
･ LAI観珊: 魚眼レンズカメラ ､ リ夕 - トラ ッ プ (非定常)
･ フ ラッ クス観測: 蒸発散 , コ ンダクタンス , Coョ
この結果 ､ 以下の プロ ダク トを. 衛星デ ー タと突き合せ る :
I NDVI≡ (Rnir - Rvis) / (Rnir ＋Rvis)
Rvis = PA8†/ PARI
R11ir = (S† - PART)/ (Sl - PAR↓)
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(樋口ら ､ 2000)
L AIE .ln (PARl /PAR林床) / IC
K は非定常の LAI現地観測 より
FAPAR= (PARl - PART-)/ PARl
観測サイ トは , 現在の ところ , 蓑2 の各地点 に設定中で ある :
表 2 鶴測サイ ト
Site Vegetation Type Lo catio n Co u ntry Obs e r v edby
Bog-Wa TT Opic al■se a s o n al fore st Ⅳ18d48m45s,
E98d54mO7s
Thailand tJniv. of Tokyo
Pa s oh Tr opic al rain fo rest N2d5Sm18s,
E102d18mOOs.
Malaysia NIES, FRIW, FFPRl,
Ey e.to Univ.
EGATI o y e r Wixture of for e st, paddy,la nd
fa r m.
N16d56m24s,
E99d25m49s
Thailand Eyolo Univ.
HllaiheBasil Cor na md yhe at Cllin a CEReS
Eiryu Co nifer for est N34d57m49s,
E135d59m40s
Japan .Kyototlniv.
3 ._見 こまれる成果 L
この ような検証実験 の 結果 として 見こまれる成果 は､ 次のような もの である :
･ NODISWISRプロ ダク トの 宿意性がわかる ｡
･ 各タワ ー 周辺の フ ェ ノ ロ ジ ー を衛星デ ー タで マ ッ ピングする ことが可能 ｡
･ フラ ッ クス とフ エ ノ ロ ジ ー (LAI, FAPAR) の対応関係 (White et aJ. , 1997) が考察で きる ｡
I ADEOS2/GLIヘ 向けてのアルゴリズム開発戦略の方向付けがなされる ｡
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